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令和３年壱岐市議会定例会６月会議議案 
 

 

報告第 ２ 号  壱岐市税条例等の一部改正に係る専決処分の報告について 

 

報告第 ３ 号  令和２年度壱岐市一般会計補正予算（第１４号）の専決処分の報告に

ついて 

 

報告第 ４ 号  令和２年度壱岐市下水道事業特別会計補正予算（第４号）の専決処分

の報告について 

 

報告第 ５ 号  令和２年度壱岐市一般会計予算の繰越明許費繰越計算書の報告につい

て 

 

報告第 ６ 号  令和２年度壱岐市介護保険事業特別会計予算の繰越明許費繰越計算書

の報告について 

 

報告第 ７ 号  令和２年度壱岐市下水道事業特別会計予算の繰越明許費繰越計算書の

報告について 

 

報告第 ８ 号  令和２年度壱岐市水道事業会計予算の繰越計算書の報告について 

 

議案第３３号  壱岐市監査委員条例の一部改正について 

 

議案第３４号  壱岐市固定資産評価審査委員会条例の一部改正について 

 

議案第３５号  壱岐市手数料条例の一部改正について 

 

議案第３６号  壱岐市水道事業の設置等に関する条例の一部改正について 

 

議案第３７号  辺地に係る公共的施設の総合整備計画（変更）の策定について 

 

議案第３８号  令和３年度壱岐市一般会計補正予算（第２号） 

 

議案第３９号  令和３年度壱岐市水道事業会計補正予算（第１号） 

 

 

 

  

 



報告第２号 

 

   壱岐市税条例等の一部改正に係る専決処分の報告について 

 

 地方自治法第１８０条第１項及び壱岐市議会基本条例第１２条第１項

第５号の規定により別紙のとおり専決処分したので、地方自治法第１８

０条第２項及び壱岐市議会基本条例第１２条第２項の規定により報告す

る。 

 

  令和３年６月７日提出 

 

壱岐市長 白 川 博 一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



専決第１号 

 

専決処分書 

 

 地方税法等の一部改正に伴い、地方自治法第１８０条第１項の規定に

より、別紙のとおり壱岐市税条例等の一部改正について専決処分する。 

 

  令和３年３月３１日専決 

 

壱岐市長 白 川 博 一 

 



１ 
 

   壱岐市税条例等の一部を改正する条例 

 

 （壱岐市税条例の一部改正） 

第１条 壱岐市税条例（平成１６年壱岐市条例第４８号）の一部を次のように改

正する。 

  第３６条の３の２第４項中「所得税法第１９８条第２項に規定する納税地

の所轄税務署長の承認を受けている」を「令第４８条の９の７の２において準

用する令第８条の２の２に規定する要件を満たす」に改め、「次条第４項」の

次に「及び第５３条の９第３項」を加える。 

  第３６条の３の３第４項中「所得税法第２０３条の６第６項に規定する納

税地の所轄税務署長の承認を受けている」を「令第４８条の９の７の３におい

て準用する令第８条の２の２に規定する要件を満たす」に改める。 

  第５３条の８第１項第１号中「次条第２項及び」の次に「第３項並びに」を

加える。 

  第５３条の９に次の２項を加える。 

 ３ 第１項の退職手当等の支払を受ける者は、退職所得申告書の提出の際に

経由すべき退職手当等の支払をする者が令第４８条の１８において準用す

る令第８条の２の２に規定する要件を満たす場合には、施行規則で定める

ところにより、当該退職所得申告書の提出に代えて、当該退職手当等の支払

をする者に対し、当該退職所得申告書に記載すべき事項を電磁的方法によ

り提供することができる。 

 ４ 前項の規定の適用がある場合における第２項の規定の適用については、

同項中「退職所得申告書が」とあるのは「退職所得申告書に記載すべき事項

を」と、「支払をする者に受理されたとき」とあるのは「支払をする者が提

供を受けたとき」と、「受理された時」とあるのは「提供を受けた時」とす
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る。 

  第８１条の４第１号及び第２号中「同条第４項」の次に「又は第５項」を加

える。 

  附則第１０条の２第３項中「附則第１５条第２６項」を「附則第１５条第２

３項」に改め、同条第４項中「附則第１５条第２７項第１号」を「附則第１５

条第２４項第１号」に改め、同条第５項中「附則第１５条第２７項第２号」を

「附則第１５条第２４項第２号」に改め、同条第６項中「附則第１５条第２７

項第３号」を「附則第１５条第２４項第３号」に改め、同条第７項中「附則第

１５条第２８項第１号」を「附則第１５条第２５項第１号」に改め、同条第８

項中「附則第１５条第２８項第２号」を「附則第１５条第２５項第２号」に改

め、同条第９項中「附則第１５条第３０項第１号イ」を「附則第１５条第２７

項第１号イ」に改め、同条第１０項中「附則第１５条第３０項第１号ロ」を「附

則第１５条第２７項第１号ロ」に改め、同条第１１項中「附則第１５条第３０

項第１号ハ」を「附則第１５条第２７項第１号ハ」に改め、同条第１２項中「附

則第１５条第３０項第１号ニ」を「附則第１５条第２７項第１号ニ」に改め、

同条第１３項中「附則第１５条第３０項第２号イ」を「附則第１５条第２７項

第２号イ」に改め、同条第１４項中「附則第１５条第３０項第２号ロ」を「附

則第１５条第２７項第２号ロ」に改め、同条第１５項中「附則第１５条第３０

項第２号ハ」を「附則第１５条第２７項第２号ハ」に改め、同条第１６項中「附

則第１５条第３０項第３号イ」を「附則第１５条第２７項第３号イ」に改め、

同条第１７項中「附則第１５条第３０項第３号ロ」を「附則第１５条第２７項

第３号ロ」に改め、同条第１８項中「附則第１５条第３０項第３号ハ」を「附

則第１５条第２７項第３号ハ」に改め、同条第１９項中「附則第１５条第３４

項」を「附則第１５条第３０項」に改め、同条第２０項中「附則第１５条第３

８項」を「附則第１５条第３４項」に改め、同条第２１項中「附則第１５条第
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３９項」を「附則第１５条第３５項」に改め、同条第２２項を削り、同条第２

３項中「附則第１５条第４７項」を「附則第１５条第４２項」に改め、同項を

同条第２２項とし、同条中第２４項を第２３項とする。 

  附則第１０条の４を削る。 

  附則第１１条の見出し中「平成３０年度から令和２年度まで」を「令和３年

度から令和５年度まで」に改める。 

  附則第１１条の２の見出し中「令和元年度又は令和２年度」を「令和４年度

又は令和５年度」に改め、同条第１項中「令和元年度分又は令和２年度分」を

「令和４年度分又は令和５年度分」に改め、同条第２項中「令和元年度適用土

地又は令和元年度類似適用土地」を「令和４年度適用土地又は令和４年度類似

適用土地」に、「令和２年度分」を「令和５年度分」に改める。 

  附則第１２条の前の見出し中「平成３０年度から令和２年度まで」を「令和

３年度から令和５年度まで」に改め、同条第１項中「平成３０年度から令和２

年度まで」を「令和３年度から令和５年度まで」に改め、「加算した額」の次

に「（令和３年度分の固定資産税にあっては、前年度分の固定資産税の課税標

準額）」を加え、同条第２項及び第３項中「平成３０年度から令和２年度まで

の各年度分」を「令和４年度分及び令和５年度分」に改め、同条第４項及び第

５項中「平成３０年度から令和２年度まで」を「令和３年度から令和５年度ま

で」に改める。 

  附則第１３条の見出し中「平成３０年度から令和２年度まで」を「令和３年

度から令和５年度まで」に改め、同条中「平成３０年度から令和２年度まで」

を「令和３年度から令和５年度まで」に改め、「定める率を乗じて得た額」の

次に「。以下この条において同じ。」を、「負担調整率を乗じて得た額」の次

に「（令和３年度分の固定資産税にあっては、前年度分の固定資産税の課税標

準額）」を加える。 
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  附則第１５条第１項中「平成３０年度から令和２年度まで」を「令和３年度

から令和５年度まで」に改め、同条第２項中「令和３年３月３１日」を「令和

６年３月３１日」に改める。 

  附則第１５条の２中「同条第４項」の次に「又は第５項」を加え、「令和３

年３月３１日」を「令和３年１２月３１日」に改める。 

  附則第１５条の２の２第２項中「同条第２項」の次に「又は第３項」を、「同

条第４項」の次に「又は第５項」を加える。 

  附則第１６条第１項中「第５項」を「第８項」に改め、同条第２項中「、当

該軽自動車が平成３１年４月１日から令和２年３月３１日までの間に初回車

両番号指定を受けた場合には令和２年度分の軽自動車税の種別割に限り」を

削り、同条第３項中「この項及び次項」を「この条」に改め、「、当該ガソリ

ン軽自動車が平成３１年４月１日から令和２年３月３１日までの間に初回車

両番号指定を受けた場合には令和２年度分の軽自動車税の種別割に限り」を

削り、同条第４項中「、当該ガソリン軽自動車が平成３１年４月１日から令和

２年３月３１日までの間に初回車両番号指定を受けた場合には令和２年度分

の軽自動車税の種別割に限り」を削り、同条に次の３項を加える。 

 ６ 法附則第３０条第２項第１号及び第２号に掲げる３輪以上の軽自動車

（自家用の乗用のものを除く。）に対する第８２条の規定の適用については、

当該軽自動車が令和３年４月１日から令和４年３月３１日までの間に初回

車両番号指定を受けた場合には令和４年度分の軽自動車税の種別割に限り、

当該軽自動車が令和４年４月１日から令和５年３月３１日までの間に初回

車両番号指定を受けた場合には令和５年度分の軽自動車税の種別割に限り、

第２項の表の左欄に掲げる同条の規定中同表の中欄に掲げる字句は、それ

ぞれ同表の右欄に掲げる字句とする。 

 ７ 法附則第３０条第７項の規定の適用を受ける３輪以上のガソリン軽自動
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車（営業用の乗用のものに限る。）に対する第８２条の規定の適用について

は、当該ガソリン軽自動車が令和３年４月１日から令和４年３月３１日ま

での間に初回車両番号指定を受けた場合には令和４年度分の軽自動車税の

種別割に限り、当該ガソリン軽自動車が令和４年４月１日から令和５年３

月３１日までの間に初回車両番号指定を受けた場合には令和５年度分の軽

自動車税の種別割に限り、第３項の表の左欄に掲げる同条の規定中同表の

中欄に掲げる字句は、それぞれ同表の右欄に掲げる字句とする。 

 ８ 法附則第３０条第８項の規定の適用を受ける３輪以上のガソリン軽自動

車（前項の規定の適用を受けるものを除き、営業用の乗用のものに限る。）

に対する第８２条の規定の適用については、当該ガソリン軽自動車が令和

３年４月１日から令和４年３月３１日までの間に初回車両番号指定を受け

た場合には令和４年度分の軽自動車税の種別割に限り、当該ガソリン軽自

動車が令和４年４月１日から令和５年３月３１日までの間に初回車両番号

指定を受けた場合には令和５年度分の軽自動車税の種別割に限り、第４項

の表の左欄に掲げる同条の規定中同表の中欄に掲げる字句は、それぞれ同

表の右欄に掲げる字句とする。 

  附則第１６条の２第１項中「第５項」を「第８項」に改める。 

  附則第２２条第２項中「令和３年度」を「令和８年度」に改める。 

  附則第２６条に次の１項を加える。 

 ２ 所得割の納税義務者が前年分の所得税につき新型コロナウイルス感染症

特例法第６条の２第１項の規定の適用を受けた場合における附則第７条の

３の２第１項の規定の適用については、同項中「令和１５年度」とあるのは

「令和１７年度」と、「令和３年」とあるのは「令和４年」とする。 

 （壱岐市税条例の一部を改正する条例の一部改正） 

第２条 壱岐市税条例の一部を改正する条例（令和２年壱岐市条例第１９号）の
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一部を次のように改正する。 

  第２条のうち、壱岐市税条例第４８条第１０項の改正規定中「第３２１条の

８第５２項」を「第３２１条の８第６０項」に、「同条第５２項」を「同条第

６０項」に改め、同条第１６項の改正規定中「第３２１条の８第６１項」を「第

３２１条の８第６９項」に改め、同条例第５０条第４項の改正規定中「「又は

第３１項」に」の次に「、「第４８条の１５の５第４項」を「第４８条の１５

の４第４項」に」を加え、同条例第５２条の改正規定中「第５２条第４項」を

「第５２条第３項中「第４８条の１５の５第４項」を「第４８条の１５の４第

４項」に改め、同条第４項」に改め、同条例附則第３条の２第２項の改正規定

の次に次のように加える。 

  附則第４条第１項中「及び第４項」及び「又は法人税法第８１条の２４第１

項の規定により延長された法第３２１条の８第４項に規定する申告書の提出

期限」を削り、同条第２項中「又は法第３２１条の８第４項に規定する連結法

人税額の課税標準の算定期間」を削る。 

 

   附 則 

 （施行期日） 

第１条 この条例は、令和３年４月１日から施行する。 

 （市民税に関する経過措置） 

第２条 第１条の規定による改正後の壱岐市税条例（以下「新条例」とい

う。）第３６条の３の２第４項の規定は、この条例の施行の日（以下この条

及び附則第４条第１項において「施行日」という。）以後に行う第３６条の

３の２第４項に規定する電磁的方法による同項に規定する申告書に記載すべ

き事項の提供について適用し、施行日前に行った第１条の規定による改正前

の壱岐市税条例（次項において「旧条例」という。）第３６条の３の２第４
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項に規定する電磁的方法による同項に規定する申告書に記載すべき事項の提

供については、なお従前の例による。 

２ 新条例第３６条の３の３第４項の規定は、施行日以後に行う新条例第３６

条の３の２第４項に規定する電磁的方法による新条例第３６条の３の３第４

項に規定する申告書に記載すべき事項の提供について適用し、施行日前に行

った旧条例第３６条の３の２第４項に規定する電磁的方法による旧条例第３

６条の３の３第４項に規定する申告書に記載すべき事項の提供については、

なお従前の例による。 

 （固定資産税に関する経過措置） 

第３条 別段の定めがあるものを除き、新条例の規定中固定資産税に関する部

分は、令和３年度以後の年度分の固定資産税について適用し、令和２年度分ま

での固定資産税については、なお従前の例による。 

２ 生産性向上特別措置法（平成３０年法律第２５号）の施行の日から令和３年

３月３１日までの期間（以下この項において「適用期間」という。）内に旧法

附則第１５条第４１項に規定する中小事業者等（以下この項において「中小事

業者等」という。）が取得（同条第４１項に規定する取得をいう。以下この項

において同じ。）をした同条第４１項に規定する機械装置等（以下この項にお

いて「機械装置等」という。）（中小事業者等が、同条第４１項に規定するリ

ース取引（以下この項において「リース取引」という。）に係る契約により機

械装置等を引き渡して使用させる事業を行う者が適用期間内に取得をした同

条第４１項に規定する先端設備等に該当する機械装置等を、適用期間内にリ

ース取引により引渡しを受けた場合における当該機械装置等を含む。）に対し

て課する固定資産税については、なお従前の例による。 

  （軽自動車税に関する経過措置） 

第４条 新条例の規定中軽自動車税の環境性能割に関する部分は、施行日以後



８ 
 

に取得された３輪以上の軽自動車に対して課すべき軽自動車税の環境性能割

について適用し、施行日前に取得された３輪以上の軽自動車に対して課する

軽自動車税の環境性能割については、なお従前の例による。 

２ 新条例の規定中軽自動車税の種別割に関する部分は、令和３年度以後の年

度分の軽自動車税の種別割について適用し、令和２年度分までの軽自動車税

の種別割については、なお従前の例による。 
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報告第８号 

 

 

   令和２年度壱岐市水道事業会計予算の繰越計算書の報告につ

いて 

 

 

令和２年度壱岐市水道事業会計予算を次のとおり翌年度に繰り越

したので、地方公営企業法第２６条第３項の規定により報告する。 

 

 

   

令和３年６月７日提出 

 

 

                      壱岐市長 白 川 博 一   



　　地方公営企業法第２６条第１項の規定による建設改良費の繰越額
（単位:円）

１.資本的支出 １.建設改良費 給配水管布設工事費 3,128,400 1,200,000 1,928,400 1,928,400 0 0

　一般県道湯ノ本芦辺線

　配水管布設替工事

令和２年度　壱岐市水道事業会計予算繰越計算書

款　 項  事業名 予 算 計 上 額
支 払 義 務
発 生 額

翌 年 度
繰 越 額

左の財源内訳

不用額

合　　　計 3,128,400 1,200,000 1,928,400 1,928,400 0 0

翌年度繰越額
に係る繰越を
要するたな卸
資産の購入限
度 額

　説　明損 益 勘 定
留 保 資 金

県工事の一般県道湯ノ本芦辺線
道路改良工事の繰越しに伴い、
県道工事区間内への配水管布設
替工事が３月３１日までに完了
出来なくなったため。



議案第３３号 
 
 
   壱岐市監査委員条例の一部改正について 
 
 
 壱岐市監査委員条例の一部を改正する条例を別紙のとおり定める。 
 
 
  令和３年６月７日提出 
 
 

壱岐市長 白 川 博 一 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（提案理由） 
地方自治法等の一部を改正する法律の施行により、議員のうちから選任する

監査委員の選任の義務付けが緩和されたことに伴い、今後、議員のうちから監

査委員を選任しないこととし、所要の改正を行うものである。 



壱岐市監査委員条例の一部を改正する条例 

 

 壱岐市監査委員条例（平成１６年壱岐市条例第２３９号）の一部を次のよう

に改正する。 

 

第１条中「第１９５条第２項」の次に「、第１９６条第１項ただし書」を加

える。 

第１１条を第１２条とし、第５条から第１０条までを１条ずつ繰り下げる。 

第４条中「第２４３条の２」を「第２４３条の２の２第３項」に改め、同条

を第５条とする。 

第３条を第４条とし、第２条の次に次の１条を加える。 

（議員のうちから選任する監査委員） 

第３条 監査委員は、議員のうちから選任しない。 

 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。 

 （壱岐市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一

部改正） 

２ 壱岐市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例（平

成１６年壱岐市条例第３５号）の一部を次のように改正する。 

 別表中 

「 

 ３ 監査委員 代表監査委員 月額 ８３，０００  

   委員（識見） 月額 ７４，０００  

   委員（議選） 月額 ４６，０００  

                               」を 



「 

 ３ 監査委員 代表監査委員 月額 ８３，０００  

   委員（識見） 月額 ７４，０００  

                               」に

改める。 

 （経過措置） 

３ この条例の施行の際現に在職する議員のうちから選任した監査委員が、引

き続き在職する期間においては、この条例の規定による改正後の壱岐市監査

委員条例及び壱岐市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関す

る条例の規定は適用せず、この条例の規定による改正前の壱岐市監査委員条

例及び壱岐市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例

の規定は、なおその効力を有する。 



議案第３４号 
 
 
   壱岐市固定資産評価審査委員会条例の一部改正について 
 
 
 壱岐市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例を別紙のとおり定

める。 
 
 
  令和３年６月７日提出 
 
 

壱岐市長 白 川 博 一 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（提案理由） 
押印を求める手続の見直し等のための総務省関係政令の一部を改正する政令

の施行に伴い、押印手続の見直しに係る所要の改正を行うものである。 



壱岐市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例 

 

 壱岐市固定資産評価審査委員会条例（平成１６年壱岐市条例第２２号）の一

部を次のように改正する。 

 

第４条中第４項を削り、第５項を第４項とし、第６項を第５項とする。 

第７条第３項中「記載し、意見を聴いた委員及び調書を作成した書記がこれ

に署名押印しなければ」を「記載しなければ」に改める。 

第８条第５項中「記載し、提出者がこれに署名押印しなければ」を「記載し

なければ」に改め、同条第８項中「記載し、審理を行った委員及び調書を作成

した書記がこれに署名押印しなければ」を「記載しなければ」に改める。 

第９条第２項中「記載し、調査を行った委員及び調書を作成した書記がこれ

に署名押印しなければ」を「記載しなければ」に改める。 

第１０条第２項中「記載し、議事に関与した委員及び調書を作成した書記が

これに署名押印しなければ」を「記載しなければ」に改める。 

 

   附 則 

 この条例は、公布の日から施行する。 







議案第３６号 

 
 

   壱岐市水道事業の設置等に関する条例の一部改正について 

 
 
 壱岐市水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例を別

紙のとおり定める。 
 
 
  令和３年６月７日提出 
 

壱岐市長 白 川 博 一   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（提案理由） 
 地方自治法等の一部を改正する法律の施行に伴う地方自治法の一

部改正により、本条例における法律の引用条項が変更となるため、所

要の改正を行うものである。 



   壱岐市水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例 

 

 壱岐市水道事業の設置等に関する条例（平成１６年壱岐市条例第２１１号） 

の一部を次のように改正する。 

 

 第７条中「第２４３条の２第８項」を「第２４３条の２の２第８項」に改め

る。 

 

   附 則 

 この条例は、公布の日から施行する。 



議案第３７号 

 

辺地に係る公共的施設の総合整備計画（変更）の策定について 

 

 

武生水Ｂ辺地（変更）、渡良Ｂ辺地（変更）、沼津Ａ辺地（変更）、

志原Ａ辺地、初山Ａ辺地（変更）、初山Ｂ辺地（変更）、瀬戸浦辺地（変

更）、郷ノ浦辺地、柳田Ａ辺地、布気辺地、芦辺浦辺地、中野郷辺地、

国分辺地、大左右・中山辺地、石田辺地及び筒城辺地に係る総合整備

計画を別紙のとおり定める。 

 

  令和３年６月７日提出 

 

              壱岐市長 白 川 博 一   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（提案理由） 

 辺地対策事業債を活用するため、辺地に係る公共的施設の総合整備

のための財政上の特別措置等に関する法律第３条の規定に基づき、議

会の議決を求める。  



長崎県壱岐市郷ノ浦町　　武生水Ｂ　辺地

（辺地の人口

（辺地の面積 0.7
１　辺地の概況

　（1）　辺地を構成する町又は字の名称

　　 郷ノ浦町本村触、元居

　（2）　地域の中心の位置

郷ノ浦町本村触523番地１

　（3）　辺地度点数

154 点

２　公共施設の整備を必要とする事情

３　公共的施設の整備計画

（単位：千円）

事
業

主
体

2,500

合　　　　　　　計 159,504 82,800 76,704 74,500

消防施設 壱岐市 2,504 2,504

34,500

道路 壱岐市 5,100 3,450 1,650 1,500

道路 壱岐市 103,500 69,000 34,500

31,300

道路 壱岐市 15,400 10,350 5,050 4,700

通信施設整備 壱岐市 33,000 33,000

施設名 特定財源 一般財源 の 予 定 額

総 合 整 備 計 画 書

797 人）

ｋ㎡）

　市道大里環状線は武生水Ｂ辺地を横断する重要な幹線道路であるが、現在、通学児童や一
般の歩行者が利用している歩道について、防護柵や歩道内に設置してある側溝の老朽化等に
より、利用者に対し危険を及ぼしている。早期に危険性を解消するため、また、バリアフリーの観
点からも、現地状況に応じた対策を早急に実施する必要がある。
　住民の情報格差是正を目的に、高速ブロードバンド環境を提供するため、平成23年度より
ケーブルテレビ事業を実施しているが、機器の老朽化及びインターネットにおける動画コンテン
ツとスマートフォン等通信端末の普及に伴う通信量の増加により、安定した通信環境の提供が
不可能になっているため、通信基幹設備の強化を図る必要がある。
　市道紺屋町亀丘２号線は、郷ノ浦町本村触集落と盈科小学校を結ぶ路線で、本村触集落の
子ども達の通学路となっているが、路側の防護柵が老朽化しており、安全に支障を来している状
況である。道路幅員も狭いことから、転落を防止するためにも、早急に整備の必要がある。
　市道紺屋町線は、国道382号と一般県道渡良浦初瀬線を接続し、周辺には官公庁および小
学校が隣接する交通量の多い路線である。道路法面施設の定期点検の結果、道路敷に存在す
る道路擁壁に変状が確認され危険な状態であることから、第３者被害を防止し、交通の安全確
保のために早急に対策の必要がある。
　郷ノ浦地区第1分団3部の小型動力消防ポンプは、購入後15年が経過し、性能低下及び腐食
も激しく有事の際、機械の性能を発揮できない状態で更新の必要がある。

平 成 ２ ９ 年 度 か ら 令 和 ３ 年 度 ま で ５ 年 間

事　業　費

一般財源のうち財　　　源　　　内　　　訳
区　分 辺地対策事業債

1



長崎県壱岐市郷ノ浦町　　　渡良B　辺地

（辺地の人口

（辺地の面積 3.8

１　辺地の概況

　（1）　辺地を構成する町又は字の名称

　　 郷ノ浦町渡良南触、渡良西触、渡良浦

　（2）　地域の中心の位置

郷ノ浦町渡良南触３８５－１

　（3）　辺地度点数

193 点

２　公共施設の整備を必要とする事情

３　公共的施設の整備計画

（単位：千円）

事
業

主
体

29,100道路 壱岐市 31,000 31,000

施設名 特定財源 一般財源 の 予 定 額

総 合 整 備 計 画 書

709 人）

ｋ㎡）

　市道井良坂線は、麦谷集落から渡良浦集落へと繋がる地元住民の生活にとって非常に
重要な路線である。また、本線沿線には造船所や油槽施設が存在するため、大型車両を
含めた交通量が非常に多い路線であるが、路線沿いの道路構造物（法面）に変状が確認
され、このままの状態では将来的に崩壊の危険があり、道路を利用される第３者への被害
が予想されることから、早急な対応が求められており、施設の延命化や機能強化を図る観
点からも事業の必要がある。
　市道西中線は、郷ノ浦町渡良西触地区の集落をつなぐ重要な生活路線であるが、現況
幅員は、２．５ｍと狭く、線形不良のため、見通しが悪く諸車両の通行に支障を来してい
る。そこで、本路線の改良を行い、交通安全の確保及び日常生活の利便性の向上を図り
たい。
　市道前目1号線は、小崎漁港と県道渡良浦初瀬線とを結ぶ路線である。本線沿いに
は、保育園・小学校及び郵便局があり、極めて利用度の高い路線であるが、現道は急曲
で幅員も狭く、車輌の通行に支障を来しており、早急な整備が必要である。

平 成 ３ １ 年 度 か ら 令 和 ５ 年 度 ま で ５ 年 間

事　業　費

一般財源のうち財　　　源　　　内　　　訳
区　分 辺地対策事業債

56,500

道路 壱岐市 128,400 86,250 42,150 40,000

道路 壱岐市 61,200 61,200

合　　　　　　　計 220,600 86,250 134,350 125,600

2



長崎県壱岐市郷ノ浦町　　沼津Ａ　辺地

（辺地の人口

（辺地の面積 3.7

１　辺地の概況

　（1）　辺地を構成する町又は字の名称

　　 郷ノ浦町里触、新田触、小牧東触、小牧西触

　（2）　地域の中心の位置

郷ノ浦町小牧東触260番地2

　（3）　辺地度点数

219 点

２　公共施設の整備を必要とする事情

３　公共的施設の整備計画

（単位：千円）

事
業

主
体

4,000道路 壱岐市 4,000 4,000

総 合 整 備 計 画 書

483 人）

ｋ㎡）

　市道黒崎線は、主要地方道郷ノ浦沼津勝本線から接続し、黒崎半島を縦断する周辺
の新田触集落の住民にとって重要な路線である。また、黒崎半島は壱岐島内でも重要
な観光施設である猿岩や多くの修学旅行、合宿等で利用されている体験型観光施設
である壱岐出会いの村が存在し、近年、観光大型バスの往来が多くなっているが、現
況幅員は5.0ｍ程度しかなく、線形不良箇所が多く存在し、交通の安全を確保するため
にも、整備をする必要がある。
　市道上坂線は、有安触集落と沼津小学校を結ぶ路線である。児童の通学路となって
いるが、通学時に路側帯を通行する際、交通状況に応じた幅員が確保されておらず、
諸車両と接触する危険性が高いため、早急な整備の必要がある。
　市道先畑線は、長峰地区と主要地方道郷ノ浦沼津勝本線を結ぶ路線である。終点
側は、幼稚園・小学校があり、緊急車両等も頻繁に通行する路線であるが、現道は急
曲で幅員も狭く、車輌の通行に支障を来しており、早急な整備が必要である。

平 成 ２ ９ 年 度 か ら 令 和 ３ 年 度 ま で ５ 年 間

事　業　費

一般財源のうち財　　　源　　　内　　　訳
区　分 辺地対策事業債

施設名 特定財源 一般財源

9,700

の 予 定 額

道路 壱岐市 550,000 385,000 165,000 161,000

道路 壱岐市 30,500 20,286 10,214

合　　　　　　　計 584,500 405,286 179,214 174,700

3



長崎県壱岐市郷ノ浦町　　志原Ａ　辺地

（辺地の人口

（辺地の面積 3.2

１　辺地の概況

　（1）　辺地を構成する町又は字の名称

　　 郷ノ浦町志原西触、大原触

　（2）　地域の中心の位置

郷ノ浦町志原西触５５２番地１

　（3）　辺地度点数

183 点

２　公共施設の整備を必要とする事情

３　公共的施設の整備計画

（単位：千円）

事
業

主
体

道路

総 合 整 備 計 画 書

478 人）

ｋ㎡）

　平成１０年度購入の水槽付消防ポンプ自動車が購入後１９年を経過し、車両の老朽
化とともに消防ポンプの故障の回数も増え、緊急自動車としての使用に支障をきたすた
め、新たに水槽付消防ポンプ自動車を購入する。
  市道郡線は国道382号線を起点とし、一般県道郷ノ浦芦辺線へ接続するする地元住
民にとって重要路線である。沿線には、複数の高齢者福祉施設が存在するが、現況の
道路幅員が3.0ｍ程度であり、視距も悪い急曲な箇所も多数存在することから、早急な
整備を行い交通の安全を確保したい。
　市道鳥山手久多1号線は、郷ノ浦町志原西地区と国道382号を結ぶ路線である。終
点側には幼稚園・小学校、さらには消防署、警察署があり、緊急車両等も頻繁に通行
する路線であるが、現道は急曲で幅員も狭く、車輌の通行に支障を来しており、早急な
整備が必要である。

平 成 ３ ０ 年 度 か ら 令 和 ４ 年 度 ま で ５ 年 間

事　業　費

一般財源のうち財　　　源　　　内　　　訳
区　分 辺地対策事業債

施設名 特定財源 一般財源 の 予 定 額

消防施設 壱岐市 51,840 11,768 40,072 38,000

149,072 138,300

壱岐市 90,000

合　　　　　　　計 160,840 11,768

90,000 81,300

19,000道路 壱岐市 19,000 19,000
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長崎県壱岐市郷ノ浦町　　初山Ａ　辺地

（辺地の人口

（辺地の面積 4.5
１　辺地の概況

　（1）　辺地を構成する町又は字の名称

　　 郷ノ浦町初山西触、坪触

　（2）　地域の中心の位置

郷ノ浦町坪触1190番地6

　（3）　辺地度点数

200 点

２　公共施設の整備を必要とする事情

３　公共的施設の整備計画

（単位：千円）

事
業

主
体

71,500道路 壱岐市 78,900 78,900

総 合 整 備 計 画 書

490 人）

ｋ㎡）

　市道鮒川若松線は、郷ノ浦町若松触の集落内道路で、生活道路として使用している。急
坂幅員狭小であり、道路線形も悪く、車の離合等に支障をきたしている。また、近年隣接地
にし尿処理場・堆肥センター等の公共施設が建設されたため、大型車の通行も予想され、
幅員拡幅、道路線形等の道路整備を図ることにより、車輌、歩行者の通行の安全性を確保
する必要がある。
　市道初山中央線は、初山西触集落と初山小学校を結ぶ路線である。児童の通学路となっ
ているが、通学時に路側帯を通行する際、交通状況に応じた幅員が確保されておらず、諸
車両と接触する危険性が高いため、早急な整備の必要がある。
　郷ノ浦地区第6分団2部の小型動力ポンプ積載車は、購入後23年以上が経過し、性能低
下及び腐食も激しく有事の際、性能を発揮できない状態で更新の必要がある。
　第2堆肥センター（郷ノ浦）のタイヤショベルは施設整備時（平成20年度）に導入されたも
のであり、耐用年数（5年）を大きく経過し、エンジン部分の故障により、緊急に更新が必要
である。また、第2堆肥センターには堆肥の袋詰め機械が無く、第1堆肥センターまで堆肥を
運搬して袋詰めを行っていた。今回、タイヤショベルの導入と併せて堆肥袋詰め機械及び
運搬用トラックを導入し、施設の業務の改善を図る。
　郷ノ浦町堆肥センターにおいて、農家から収集した堆肥の一時仮置施設がないことによ
り、生産ライン上での保管を余儀なくされている。農家が必要とする時に収集できないことが
あるなど、支障をきたしている。このため、収集した堆肥を発酵させるために、切り返しが可
能な堆肥舎（堆肥発酵処理施設）を整備する。
　市道水畑線は、坪地区と主要地方道渡良浦初瀬線を結ぶ路線である。終点側は、幼稚
園・小学校があり、緊急車両等も頻繁に通行する路線であるが、現道は急曲で幅員も狭く、
車輌の通行に支障を来しており、早急な整備が必要である。

平 成 ２ ９ 年 度 か ら 令 和 ３ 年 度 ま で ５ 年 間

事　業　費

一般財源のうち財　　　源　　　内　　　訳
区　分 辺地対策事業債

施設名 特定財源 一般財源 の 予 定 額

道路 壱岐市 209,900 209,900 199,400

5,200
道路 壱岐市 15,400 15,400 4,700
消防施設 壱岐市 5,492 5,492

33,700
施設整備 壱岐市 22,062 22,062 20,900
施設整備 壱岐市 33,725 33,725

合　　　　　　　計 365,479 0 365,479 335,400
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長崎県壱岐市郷ノ浦町　　初山Ｂ　辺地

（辺地の人口

（辺地の面積 5.3

１　辺地の概況

　（1）　辺地を構成する町又は字の名称

　　 郷ノ浦町初山東触、若松触

　（2）　地域の中心の位置

郷ノ浦町初山東触1584番地3

　（3）　辺地度点数

255 点

２　公共施設の整備を必要とする事情

３　公共的施設の整備計画

（単位：千円）

事
業

主
体

総 合 整 備 計 画 書

547 人）

ｋ㎡）

　郷ノ浦地区第６分団１部の小型動力ポンプ積載車は、購入より２７年以上が経過し、
性能低下及び腐食も激しく、有事の際機械の性能を発揮できない状態であるため更新
の必要がある。
　市道初山中央線は、初山西集落と初山小学校を結ぶ路線である。児童の通学路と
なっているが、通学時に路側帯を通行する際、交通状況に応じた幅員が確保されてお
らず、諸車輌と接触する危険性が高いため、早急な整備が必要である。
　市道小場２号線は、初山東地区と主要地方道渡良浦初瀬印通寺線を結ぶ路線であ
る。終点側は、幼稚園・小学校があり、緊急車両等も頻繁に通行する路線であるが、現
道は急曲で幅員も狭く、車輌の通行に支障を来しており、早急な整備が必要である。
　郷ノ浦地区第6分団1部の小型動力消防ポンプは、購入後15年が経過し、性能低下
及び腐食も激しく有事の際、機械の性能を発揮できない状態で更新の必要がある。

5,006 5,006 4,700

平 成 ２ ９ 年 度 か ら 令 和 ３ 年 度 ま で ５ 年 間

事　業　費

一般財源のうち
財　　　源　　　内　　　訳

区　分
辺地対策事業債

施設名 特定財源 一般財源
の 予 定 額

消防施設

合　　　　　　　計 110,910 31,740 79,170 73,600

2,504 2,504 2,500

14,800

56,200 56,200 51,600

47,200 31,740 15,460

壱岐市

道路

道路

消防施設 壱岐市

壱岐市

壱岐市
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長崎県壱岐市芦辺町　　瀬戸浦　辺地

（辺地の人口

（辺地の面積 0.7

１　辺地の概況

　（1）　辺地を構成する町又は字の名称

　　 芦辺町瀬戸浦

　（2）　地域の中心の位置

芦辺町瀬戸浦182番地9

　（3）　辺地度点数

189 点

２　公共施設の整備を必要とする事情

３　公共的施設の整備計画

（単位：千円）

事
業

主
体

2,500消防施設 壱岐市 2,504 2,504

施設名 特定財源 一般財源 の 予 定 額

総 合 整 備 計 画 書

1,206 人）

ｋ㎡）

　芦辺地区第9分団の小型動力消防ポンプ積載車は、購入後23年以上が経過
し、性能低下及び腐食も激しく有事の際、性能を発揮できない状態で更新の必
要がある。
　芦辺地区第9分団の小型動力消防ポンプは、購入後15年が経過し、性能低
下及び腐食も激しく有事の際、機械の性能を発揮できない状態で更新の必要
がある。

令 和 ２ 年 度 か ら 令 和 ６ 年 度 ま で ５ 年 間

5,900

事　業　費

一般財源のうち財　　　源　　　内　　　訳
区　分 辺地対策事業債

消防施設 壱岐市 5,957 5,957

合　　　　　　　計 8,461 0 8,461 8,400

7



長崎県壱岐市郷ノ浦町　　郷ノ浦　辺地

（辺地の人口

（辺地の面積 0.4

１　辺地の概況

　（1）　辺地を構成する町又は字の名称

　　 郷ノ浦町郷ノ浦

　（2）　地域の中心の位置

郷ノ浦町郷ノ浦43番地5

　（3）　辺地度点数

151 点

２　公共施設の整備を必要とする事情

３　公共的施設の整備計画

（単位：千円）

事
業

主
体

19,800

合　　　　　　　計 19,877 0 19,877 19,800

消防施設 壱岐市 19,877 19,877

令 和 ３ 年 度 か ら 令 和 ７ 年 度 ま で ５ 年 間

事　業　費

一般財源のうち
財　　　源　　　内　　　訳

区　分
辺地対策事業債

施設名 特定財源 一般財源
の 予 定 額

総 合 整 備 計 画 書

477 人）

ｋ㎡）

　郷ノ浦地区機動分団第1小隊の消防ポンプ自動車は、購入後20年が経過し、
性能低下及び腐食も激しく有事の際、性能を発揮できない状態で更新の必要
がある。
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長崎県壱岐市郷ノ浦町　　柳田A　辺地

（辺地の人口

（辺地の面積 3.4

１　辺地の概況

　（1）　辺地を構成する町又は字の名称

　　 郷ノ浦町牛方触、半城本村触、大浦触

　（2）　地域の中心の位置

郷ノ浦町牛方触445番地1

　（3）　辺地度点数

192 点

２　公共施設の整備を必要とする事情

３　公共的施設の整備計画

（単位：千円）

事
業

主
体

4,000

合　　　　　　　計 4,000 0 4,000 4,000

道路 壱岐市 4,000 4,000

令 和 ３ 年 度 か ら 令 和 ７ 年 度 ま で ５ 年 間

事　業　費

一般財源のうち
財　　　源　　　内　　　訳

区　分
辺地対策事業債

施設名 特定財源 一般財源
の 予 定 額

総 合 整 備 計 画 書

366 人）

ｋ㎡）

　市道津保美１号線は、牛方地区と主要地方道郷ノ浦沼津勝本線を結ぶ路線
である。終点側は、幼稚園・小学校があり、緊急車両等も頻繁に通行する路線
であるが、現道は急曲で幅員も狭く、車輌の通行に支障を来しており、早急な
整備が必要である。
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長崎県壱岐市勝本町　　布気　辺地

（辺地の人口

（辺地の面積 4

１　辺地の概況

　（1）　辺地を構成する町又は字の名称

　　 勝本町百合畑触、布気触、上場触

　（2）　地域の中心の位置

勝本町布気触970番地1

　（3）　辺地度点数

208 点

２　公共施設の整備を必要とする事情

３　公共的施設の整備計画

（単位：千円）

事
業

主
体

総 合 整 備 計 画 書

306 人）

ｋ㎡）

　市道辻1号線は、百合畑集落と鯨伏小学校を結ぶ路線である。児童の通学路
となっているが、通学時に路側帯を通行する際、交通状況に応じた幅員が確保
されておらず、諸車輌と接触する危険性が高いため、早急な整備が必要であ
る。

令 和 ３ 年 度 か ら 令 和 ７ 年 度 ま で ５ 年 間

事　業　費

一般財源のうち
財　　　源　　　内　　　訳

区　分
辺地対策事業債

施設名 特定財源 一般財源
の 予 定 額

7,200

合　　　　　　　計 21,000 13,800 7,200 7,200

道路 壱岐市 21,000 13,800 7,200
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長崎県壱岐市芦辺町　　芦辺浦　辺地

（辺地の人口

（辺地の面積 0.4

１　辺地の概況

　（1）　辺地を構成する町又は字の名称

　　 芦辺町芦辺浦

　（2）　地域の中心の位置

芦辺町芦辺浦197番地

　（3）　辺地度点数

197 点

２　公共施設の整備を必要とする事情

３　公共的施設の整備計画

（単位：千円）

事
業

主
体

45,300道路 壱岐市 50,000 50,000

施設名 特定財源 一般財源
の 予 定 額

令 和 ３ 年 度 か ら 令 和 ７ 年 度 ま で ５ 年 間

事　業　費

一般財源のうち
財　　　源　　　内　　　訳

総 合 整 備 計 画 書

692 人）

ｋ㎡）

　市道大石辻西ノ坂線は、１級市道芦辺浦中央線と接続し、芦辺町芦辺浦集落
を縦断する地元住民にとって重要路線である。沿線には、複数の宅地が存在
するが、現況の道路幅員が2.0ｍ程度であり、緊急車両の通行も不可であること
から、早急な整備を行い交通の安全を確保したい。

区　分
辺地対策事業債

合　　　　　　　計 50,000 0 50,000 45,300
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長崎県壱岐市芦辺町　　中野郷　辺地

（辺地の人口

（辺地の面積 4.3

１　辺地の概況

　（1）　辺地を構成する町又は字の名称

　　 芦辺町中野郷西触、中野郷本村触、中野郷仲触、中野郷東触

　（2）　地域の中心の位置

芦辺町中野郷仲触1番地11

　（3）　辺地度点数

202 点

２　公共施設の整備を必要とする事情

３　公共的施設の整備計画

（単位：千円）

事
業

主
体

7,100

合　　　　　　　計 7,157 0 7,157 7,100

消防施設 壱岐市 7,157 7,157

令 和 ３ 年 度 か ら 令 和 ７ 年 度 ま で ５ 年 間

事　業　費

一般財源のうち
財　　　源　　　内　　　訳

区　分
辺地対策事業債

施設名 特定財源 一般財源
の 予 定 額

総 合 整 備 計 画 書

451 人）

ｋ㎡）

　芦辺地区第5分団の小型動力消防ポンプ積載車は、購入後23年以上が経過
し、性能低下及び腐食も激しく有事の際、性能を発揮できない状態で更新の必
要がある。
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長崎県壱岐市芦辺町　　国分　辺地

（辺地の人口

（辺地の面積 4

１　辺地の概況

　（1）　辺地を構成する町又は字の名称

　　 芦辺町国分本村触、国分東触、国分当田触

　（2）　地域の中心の位置

芦辺町国分東触770番地1

　（3）　辺地度点数

223 点

２　公共施設の整備を必要とする事情

３　公共的施設の整備計画

（単位：千円）

事
業

主
体

総 合 整 備 計 画 書

325 人）

ｋ㎡）

　市道商高国分線は一般県道国分箱崎線から主要地方勝本石田線へ繋がる、
芦辺町国分地区を横断する重要幹線道路である。本路線は住民の生活道路と
して重要な役割を果たしているが、周辺に産業廃棄物処理場が存在することか
ら、常時大型車両の通行が多い路線である。、しかしながら、道路幅員が5.0m
程度であり、視距が悪い箇所も多く見受けられることから、交通の安全確保のた
め、早急に整備の要がある。

令 和 ３ 年 度 か ら 令 和 ７ 年 度 ま で ５ 年 間

事　業　費

一般財源のうち
財　　　源　　　内　　　訳

区　分
辺地対策事業債

施設名 特定財源 一般財源
の 予 定 額

421,900道路 壱岐市 468,400 468,400

合　　　　　　　計 468,400 0 468,400 421,900
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長崎県壱岐市芦辺町　　大左右・中山　辺地

（辺地の人口

（辺地の面積 3.9

１　辺地の概況

　（1）　辺地を構成する町又は字の名称

　　 芦辺町箱崎大左右触、箱崎中山触

　（2）　地域の中心の位置

芦辺町箱崎中山触2604番地55

　（3）　辺地度点数

197 点

２　公共施設の整備を必要とする事情

３　公共的施設の整備計画

（単位：千円）

事
業

主
体

7,100

合　　　　　　　計 7,157 0 7,157 7,100

消防施設 壱岐市 7,157 7,157

令 和 ３ 年 度 か ら 令 和 ７ 年 度 ま で ５ 年 間

事　業　費

一般財源のうち
財　　　源　　　内　　　訳

区　分
辺地対策事業債

施設名 特定財源 一般財源
の 予 定 額

総 合 整 備 計 画 書

512 人）

ｋ㎡）

　芦辺地区第10分団の小型動力消防ポンプ積載車は、購入後23年以上が経
過し、性能低下及び腐食も激しく有事の際、性能を発揮できない状態で更新の
必要がある。
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長崎県壱岐市石田町　　石田　辺地

（辺地の人口

（辺地の面積 4.1

１　辺地の概況

　（1）　辺地を構成する町又は字の名称

　　 石田町本村触、南触、石田東触、石田西触

　（2）　地域の中心の位置

石田町南触944番地

　（3）　辺地度点数

178 点

２　公共施設の整備を必要とする事情

３　公共的施設の整備計画

（単位：千円）

事
業

主
体

施設名 特定財源 一般財源
の 予 定 額

総 合 整 備 計 画 書

1,024 人）

ｋ㎡）

令 和 ３ 年 度 か ら 令 和 ７ 年 度 ま で ５ 年 間

　市道山崎線は、山崎漁港と県道空港線とを結ぶ路線である。筒城浜をはじめ
観光施設が多数存在し、交通量も多い。本線沿いには、筒城小学校もあること
から、見通しの悪い　場所も多く歩行者等に危険が及んでいるため、早急に整
備する必要がある。
　市道深江筒城線は、深江地区集落と筒城西触の集落を結ぶ路線である。沿
線には県下でも有数の文化財区域である原の辻遺跡が存在することから、諸車
両の交通や歩行者も多く、観光面・生活面において重要な路線となっている。し
かし、道路幅員が十分に確保されていないことから、危険な状態であるため、整
備することにより交通の安全を確保したい。

87,200

事　業　費

一般財源のうち
財　　　源　　　内　　　訳

区　分
辺地対策事業債

道路 壱岐市 93,400 93,400

112,100道路 壱岐市 123,800 123,800

合　　　　　　　計 217,200 0 217,200 199,300
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長崎県壱岐市石田町　　筒城　辺地

（辺地の人口

（辺地の面積 5.9

１　辺地の概況

　（1）　辺地を構成する町又は字の名称

　　 石田町筒城西触、筒城東触、筒城仲触、山崎触

　（2）　地域の中心の位置

石田町筒城東触19

　（3）　辺地度点数

190 点

２　公共施設の整備を必要とする事情

３　公共的施設の整備計画

（単位：千円）

事
業

主
体

合　　　　　　　計 163,270 32,000 131,270 105,100

87,200

下水処理のための
施設

壱岐市 69,870 32,000 37,870 17,900

道路 壱岐市 93,400 93,400

令 和 ３ 年 度 か ら 令 和 ７ 年 度 ま で ５ 年 間

事　業　費

一般財源のうち
財　　　源　　　内　　　訳

区　分
辺地対策事業債

施設名 特定財源 一般財源
の 予 定 額

総 合 整 備 計 画 書

737 人）

ｋ㎡）

　市道山崎線は、山崎漁港と県道空港線とを結ぶ路線である。筒城浜をはじめ
観光施設が多数存在し、交通量も多い。本線沿いには、筒城小学校もあること
から、見通しの悪い　場所も多く歩行者等に危険が及んでいるため、早急に整
備する必要がある。
　山崎地区において、漁業集落排水施設を中心とした生活基盤施設を整備す
ることにより、漁業集落の生活環境の改善、環境衛生の向上及び公共用水域の
水質保全を図り、漁業及び漁村の健全な発展に資する。
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壱岐市水道事業会計補正予算書 
 

（第１号） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

壱  岐  市 
 
 
 
 
 

 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



議案第３９号 

 

 

   令和３年度壱岐市水道事業会計補正予算（第１号） 

 

 

第１条 令和３年度壱岐市水道事業会計補正予算（第１号）は、次に定めると 

ころによる。 

 

第２条 令和３年度壱岐市水道事業会計予算（以下「予算」という。）第３条 

に定めた収益的支出の予定額を次のとおり補正する。 

 

 支 出         （既決予定額） （補正予定額）   （ 計 ） 

第１款 水道事業費用  807,810千円    2,611千円   810,421千円 

第１項 営業費用   755,961千円    2,611千円   758,572千円 

 

第３条 予算第４条本文括弧書中「不足する額230,985千円は当年度分消費税

資本的収支調整額14,113千円、過年度分損益勘定留保資金117,399千円、当

年度分損益勘定留保資金99,473千円」を「不足する額231,485千円は当年度

分消費税資本的収支調整額14,613千円、過年度分損益勘定留保資金117,399

千円、当年度分損益勘定留保資金99,473千円」に改め、資本的収入及び支出

の予定額を次のとおり補正する。 

 

 収 入         （既決予定額） （補正予定額）   （ 計 ） 

第１款 資本的収入   142,318千円    5,000千円   147,318千円 

   第２項 負担金    13,000千円    5,000千円    18,000千円 

    

支 出         （既決予定額） （補正予定額）   （ 計 ） 

第１款 資本的支出   373,303千円    5,500千円   378,803千円 

第１項 建設改良費  158,780千円    5,500千円   164,280千円 

 

第４条 予算第６条に定めた議会の議決を経なければ流用することのできない

経費を次のように改める。 

 

             （既決予定額）  （補正予定額）   （ 計 ） 

 （１）職員給与費     57,962千円     738千円   58,700千円 

 

 

令和３年６月７日提出 

                                     

壱岐市長 白 川 博 一 
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収益的支出

支　出

計

807,810 2,611

令和３年度　壱岐市水道事業会計予算実施計画（補正第１号）

(単位:千円)

款 項 目 既決予定額

810,421１ 水道事業費用

補正予定額

１ 営業費用 755,961 2,611 758,572

３ 総係費 75,373 2,611 77,984

4



資本的収入及び支出

収　入

支　出

款 項 目 既決予定額 補正予定額 計

１ 資本的収入 142,318 5,000 147,318

２　工事負担金 13,000 5,000 18,000

１ 工事負担金 13,000 5,000 18,000

(単位:千円)

款 項 目 既決予定額 補正予定額 計

１ 資本的支出 373,303 5,500 378,803

１ 建設改良費 158,780 5,500 164,280

１ 水道施設建設改良費 158,780 5,500 164,280

(単位:千円)

5



１．総括

職員の異動等に伴う分
扶養手当

738

650 17,330

比　較 738 0 0 0 0 0 0

4,096 650 18,068

補正前 636 0 451 4,360 7,137

児童手当
職員手当

合計

補正後 1,374 0 451 4,360

職員手当
の 内 訳

区　分 扶養手当 住居手当 通勤手当
時間外

勤務手当

(単位：千円)

備　　　考
(千円) (千円)

職員手当
の内訳

738 その他の増減分 738 738

0 738

7,137

4,096

期末手当 勤勉手当

区　分
増減額 増 減 事 由 別 内 訳

説　　　　　　　　明

比　較 0 0 0 738 738

9,754 58,700

補正前 9 0 30,878 17,330 48,208 9,754 57,962

給　料 職員手当 計

補正後 9 0 30,878 18,068 48,946

給　与　費　明　細　書

水道事業会計

(単位：千円)

区　分 職員数
給 与 費

法定福利費 合　　計 備　　考
報　酬

6
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円 円 円 円

１　固定資産

（１）　有形固定資産

イ　土地 65,929,810

ロ　建物 184,587,902

　　減価償却累計額 49,188,644 135,399,258

ハ　構築物 8,433,683,977

　　減価償却累計額 2,538,373,352 5,895,310,625

ニ　機械及び装置 1,562,480,608

　　減価償却累計額 744,427,949 818,052,659

ホ　車輌及び運搬具 22,160,000

　　減価償却累計額 8,886,000 13,274,000

ヘ　工具器具及び備品 9,172,295

　　減価償却累計額 8,692,179 480,116

ト　建設仮勘定 276,247,000

有形固定資産合計 7,204,693,468

（２）　無形固定資産

イ　ソフトウエア 0

無形固定資産合計 0

固定資産合計 7,204,693,468

２　流動資産

（１）　現金預金 1,012,725,255

（２）　未収金 100,743,430

イ　貸倒引当金 60,878,315 39,865,115

（３）　貯蔵品 590,350

流動資産合計 1,053,180,720

資産合計 8,257,874,188

令和３年度　壱岐市水道事業予定貸借対照表

（令和４年３月３１日）

資 産 の 部

8



円 円 円

３　固定負債

（１）　企業債 1,919,232,104

（２）　引当金

イ　修繕引当金 0

固定負債合計 1,919,232,104

４　流動負債

（１）　企業債 213,782,929

（２）　未払金 19,906,630

（３）　引当金 40,318,578

イ　賞与引当金 4,528,578

ロ　修繕引当金 35,790,000

（４）　その他流動負債 234,713

流動負債合計 274,242,850

５　繰延収益

（１）　長期前受金 4,538,933,018

（２）　長期前受金収益化累計額 △ 1,142,251,029

繰延収益合計 3,396,681,989

負債合計 5,590,156,943

６　資本金

（１）　資本金 2,180,203,398

資本金合計 2,180,203,398

７　剰余金

（１）　資本剰余金 　

イ　工事負担金 9,302,088

ロ　他会計負担金 13,062,456

ハ　受贈財産評価額 11,124,887

ニ　補助金 11,605,249

資本剰余金合計 45,094,680

（２）　利益剰余金  

イ　減債積立金 146,766,899

ロ　利益積立金 145,091,656

ハ　建設改良積立金 206,563,786

ニ　当年度未処理欠損金 56,003,174

利益剰余金合計 442,419,167

剰余金合計 487,513,847

資本合計 2,667,717,245

負債資本合計 8,257,874,188

負 債 の 部

資 本 の 部

9



収益的支出

支　　出

1

1

3

　

令和３年度　壱岐市水道事業会計予算実施計画明細書（補正第１号）

款 項 目 既決予定額 補正予定額 合　計

水 道 事 業
807,810 2,611

費 用

営 業 費 用
755,961 2,611 758,572

810,421

総 係 費
75,373 2,611 77,984

10



2 0001扶養手当

15 0009その他負担金

738 738

（単位：千円）
節

説　　　　　　明
区 分 金 額

手 当

1,873負 担 金 1,873

11



資本的収入及び支出

収　　入
款 項

1

2 工事負担金

1

支　　出
款 項

1

1 建設改良費

1

資 本 的

支 出

補正予定額 合　計

目 既決予定額 補正予定額 合　計

建設改良費

水 道 施 設
158,780 5,500 164,280

158,780 5,500 164,280

378,803

目 既決予定額

資 本 的
142,318 5,000 147,318

収 入

373,303 5,500

13,000 5,000 18,000

工事負担金
13,000 5,000 18,000

12



1 0004道路工事等に伴う配管布設替え

1 0002給配水管布設工事費

（単位：千円）

節

節

工事請負費

説　　　　　　明
区 分 金 額

工事負担金 5,000 5,000

5,500

金 額
説　　　　　　明

区 分

5,500

（単位：千円）
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